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叩
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H
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さ
れ
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仁
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と
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潜
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；
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、

防
相
続
人
の
債
訴
は
、

さ
れ
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述
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れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
執
行
り
汁
象
と
な
る
町
民
の
範
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扶
L

Z

J

～
の
は
、
民
一
点
一
執
行
法
の
以
り
場
に
よ
っ
て
ご
あ
る
仁
す
な
わ
一
ち
、

金
銭
信
伏
刊
に
基
づ
く
強
制
執
行
こ
い
う

m四
心
主
Jぬ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ゐ
仏
政
午
、
保
持
ー
や
京
日
梧
な
正
、
み
の
対
象
こ
な
る

十
一
応
」
に
に
山
川
一
悩
独

υ
の
執
仁

T
続
古
形
引
き
れ
、
ま
に
刊
誌
の
千
況
に
お
い
て
も
、
そ
の
日
的
物
は
特
定
さ
れ
て
お
打
、
そ
れ
ゆ
え
、

一
例
山
一

執
行
が
材
p
航
さ
れ
に
司
的
物
に
つ
い
て
の
み
承
継
秋
行
丈
け
吋
1
1
J

は
，
＼
続
行
手
続
の
対
象
と
は
る
と
い
う
河
川
貯
が
一
般
化
し
丈
。

、」ス
J
ノ
？
〕

h
，4
ハ
解
さ
れ
る
、
ア
乙
は
、
従
間
の
子
抗
争
一
続
行
す
る
糾
和
己
U
百
ら
、
治
ち
に
、
続
行
J

び
れ
た
手
続
に
お
け
る
対
象
肘

産
の
い
九
刈
や
か
椛
ど
い
り
る
わ
け
で
は
立
し
と
い
ろ
こ
と
で
あ
る
じ
破
産
千
続
に
お
、
げ
る
通
説
釣
珪
併
の
よ
う
に
、
従
闘
の

T
続
で
俄
援
対

立
と
さ
、
れ
た
時
引
円
高
に

ヘ
法
ム
二
仁
条
J

を
限
’
応
、
す
れ
ば
、
三
し
か
に
、
刊
」
、
加
に
手
続
を
決
め
る
こ
と
は
す
抽
出
か
も

中
！
な
間
戸
一
統
対
一
昨

波産l:4F.・c）坊今に＂＇：； !,,cJt産t片山川紀同

J
l
d
h
J
h

、ゃい、

1
2
3
J
J
L
工

す
で
に
指
ぃ
輸
し
た
よ
う

r
、

ど
り
七
山
引
い
川
が
存
在
「
る
場
ん
ー
に
は
そ
の
部
分
の
取
り
扱
い
が
問
問
と
し
て
苑
る

こ
と
に
は
る
の
で
為
る
）
こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
破
政
干
続
は
J

礼
拝
和
仙
川
刊
行
で
め
る
と
C
一
般
的
な
坪
併
ふ
ら
す
れ
ば
、
べ
主

執
行
伝
川

条
の
よ
う
に
解
ず
る
必
然
性
も
Z
れ
ほ
と
古
川
い
と
は
忠
わ
れ
な
い
っ

通
討
の
湖
で
は
、

に
L／
ヴ

ん

4
h
、

こ
の
山
口
山
つ
い
ず
L

、

内
定
、
土
索
、
中
採
用
い
に
帰
梓
と
し
仁
、
被
一
尤
財
凶
と
敵
対
債
桜
、
新
刊
日
財
洋
と
悶
始
決
定
絞
り
新
債
権
と
い
う
、
貰
仔
到
来
2
債
権
（
U

対

U
関
係
が
刊
り
山
さ
れ
て
い
る
と
7

し
て
、
い
う
、
ど
ん
什
円

b
関
係
を
絞
甘
r
者
の
死
亡
む
に
工
、
ノ
信
伏
j

の
事
情
に

t
tり山明示
J

こ
と
は
、
新
債

と
ま
い
、
！
と
い
う
担
鮮
が
託
さ
れ
る
ν

説
得
ト
ん
い
一
同
む
一
口

権
者
の
新
作
財
産
九
日
付
「
る
1
月
J

さ山
J

一
て
の
期
待
J
4
E
h
切
る
こ
と

一
主
で
あ
る
占
、
引
債
権
者
が
そ
う
し
た
防
砕
か
ら
満
足
を
畑
作
ょ
う
／
一

f
o場
人
に
、
具
林
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
う
考
え
勺
れ
る
の

cあ
ろ
う
か
。
泡
説
的
同
一
仙
沼
に
，
り
つ
識
者
に
日
仏
、
れ
ば

つ
し
た
場
ふ
に
牛
じ
る
手
続
の
前
半
夜
を
や
む
か
γ
H
H
い
な
い
も
の
と
許
州
し
つ
つ

も
、
新
k
l
権
者
が
刊
行
軒
、
の
場
合
は
は
、
山
4
続
人
な
い
）
〆
い
p
h
h

続
的
産
台
注
入
に
よ
っ
て
耕
’
倍
以
寸
与
を
殺
説
院
医
に
導
入
で
き
る
ト
刀
途
を
ぢ

'f%人法学； S9、＂27) 201 [2on0. 7 J 



＂児

え
る
べ
戸
で
あ
る
と

月
説
的
国
併
に
ト
人
つ
一
亡
、
も
、
中
I
該
叶
一
位
山
一
処
川
町
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
検
討
の
余
地
が
残
三
に
い
る
と

見
る
ベ
去
に
で
あ
ろ
う
r

こ
に
ノ
ノ
た
削
々
、
叫
ん
N

口
、
以

f
に
お
し
て
、
通
説
の
問
問
山
を
い
わ
ワ
た
め
て
検
斗
刊
し
た
い

百合

ill 

川叫
F
h
L
ム
若
死
亡
の
場
ム
ー
の
破
芹
人
財
団
？

r凶
に
関
す
る
尚
武
的
理
解
の
問
題
点

法
二
，
ぷ
ポ
に
は
、

円
悦
伴
下
rd
叶
間
関
仏
mlA定
品
川
に

つ
い
て
州
統
が
開
始
じ
た
く
さ
は
、

「
当
政
相
続
肘
呼
に
つ
い
亡
メ
の

＋ 
舛そ

r ，，ム
"' じ治" 
統
f了
）」y 
i 之ν 

」，」

; 0) 

｝し規
r、 J' 苧
主 ノ上• 
4主 刀泊
町人に了 idι 
$さ
J「ヲ よ川レι イt
匂 f汚

破 F主
庄乃
千It ’令

1'設
<;, ！ヰi
l正古r
当会：

持ご5
！／（； は
ii': 、

当る
吋

り当
T百＇ i(
！喜久1
イl がl
-z• ~A 

あ産
る t
二ー と

f停は
さ主主
rし T手
て判
い ／；fo

Q七Jげと
" .~ 
そた
のの
プJ 戒
め .ct
日；

日
で
あ
り

被
医
者
死
ぃ
l
時
に
迭
さ
れ
た
日
山
羽
援
や
新
作
材
肖
に
つ
レ
て
は
破
些
対
引
に
ιπけ
ま
れ
ず
、

山
町
松
決
む
後
パ
V

債
権
者

（
以
下
関
桁
決
以

絞
り
笥
存
者
の
志
味
で
ー
新
伯
権
者

は
成
長
債
権
者
と
は
日
ら
な
レ
〈
涯
什
町
民
丸
山
併
は
、
ア
れ

ιつ
い
て

破
産
財
団
は

と
レ
、
つ
ー

破
庄
炉
格
に
対
応
し
、
彼
J

性
別
凶
に
ム
円
ま
れ
立
い
相
続
財
圧
は
政
監
開
始
決
定
後
mv
債
絵
日
ヘ
以
h
i

新
山
村
権
者
一
と
い

z
k
y
」ヰリーひルーフえ
d

j
b
j
l
－
J
 

L
jゐ
〉

1

1
ぐ
一
一
山
間
：
1Jノ，

b

は
疑
問
が
為
る
以
上
、

こ
の
疑
問
ー
ピ
述
べ

I
み
て
い
J

現
行
い
店
で
は
、
山
国
防
財
丘
、
り
綜
凶
が
拡
張
ぎ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
依
挙
ず
の
J77h
に
、
そ
の
死
l

」
叫
叫
に
お
い
て
、
ぷ
ー
の
余
波
な

い
し
市
助
制
怯
や
L

有
す
る
動
荒
な
ど
け
h
ザ
存
在
す
る
川
氏
院
が
h
け
や
古
川
い
υ

新
日
付
則
ホ
に
つ
い
て
は
、
も
し
原
市
さ
れ
て
い
れ
ば
、
笠
金
も
な

片
、
〕
亡
い
る
が
、
与
一
れ
ほ

2
の
令
績
が
伐
る
い
と
は
期
待
い
に
く
い
況
行
法
に
お
い
て
、
相
｛
心
す
べ
き
い
弔
測
と
し
て
は
、
波
注
ム
ア
ィ
ザ

し
時
に

浩
司
ぺ
て
い
る
よ
う
ん
d

場
合
で
し
め
ろ
そ
v

逆
説
的
坦
併
で
は
、
」
山
部
分
の
財
荒
ピ
ど
の
ご
つ
ど

k
l
e
j
 

を
；
j
i

絞
れ
い
波
う
か
が
、
ヘ
刀
に
叩
判
別
さ
れ
て
い
な
い
乙
思
わ
れ
る
の
と
あ
る
の

役
時
請
が
後
可

T
け
川
湖
的
決
定
後
に
死

L
3
1
開
始
さ
れ
た
ず
ι
況
が
続
行
さ
れ
る
場
甘

一
戸
久
台
、
情
続
財
蛍
口
体
が
ず
ト
…
法

者
こ
戸
」
ら
れ
る
諸
係
で
、
死
『
」
I
J
た油
M
d住
者
に
つ
い
て
免
責
前
ザ
？
吠
え
が
は
さ
札
る
こ
〆
｝
は
日
い

～
旧
法
で
は
お
る
が
点
以
ー
局
裁
決
定

（以人法学1"" :2 28.•、 ＇＂ z :zonJ. n 
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市
l

ば
八
手
五
月

千八
i

ハ
号
七
札
口
参
照
）

d
fの
H
f
果
、
新
伯
権
者
と
と
J
Q
に
、
破
砕
い
伝
権
者
、
も
配
当
令
市
（
叉
け
、
つ
れ
な

斗

iji叩
刊
計
町
一

介

J

こ
守
川
ご
ヘ
コ
1

A

f
」

え
引

J
7
ト名
l
i
〆

L
V

」hJき
続
寺
、
相
続
人
に
礼
、
亡
し
古
円
、
丸
一
な
k
f
J
こ
γ
と
が
と
き

相
続
人
は
自
己
の
阿
有
財
括
主
（
」
る
た
め
に
、
阪

三
承
認
や
利
波
放
棄
の
方
法
主
以
い
な
け
れ
ば
な
、
三
怖
い
こ

現
在
の
免
去
に
悶
「
る
法
坦
し
m，、h
J

ト
リ
れ
ば
、

制
見
主
将

取
が
債
株
主

7
0、

ら
れ
仕
か
っ

つ
い
F
f
L

、
新
付
加
ョ
設
や
相
続
人
の
開
店
ぃ
別
穫
を
引
き
当
て
y
し
す
る
川
詩
性
は
存
在
ー
て
い
る
〉

そ
の
草
昧
ゲ
ス

通
説
的
珂
円
滑
の
い
う
よ
う
に
、
破
疋
債
権
者
は
絞
洋
肘
向
か
ら
、
新
債
権
者
は
新
A
い
い
肘
ぽ
か
ら
、
こ
い
う

4
7
に
百
科
川
町
疋
を
単
純
ピ

4
分
C
主
て
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
」
刊
を
少
し
共
咋
的
に
始
一
副
し
と
ふ
る
。
、
3
7叫
山
川
河
併
の
代
表
的
一
f
一
説
セ
あ
ゐ
林
一
回
常
川
一
討
に
お
川
て
は
、
祈
待
政
広
を
波
監

対
習
に
九
円
め
な
い
こ
と
の
坪
出
と
し
て
、
新
債
権
者
の
山
仮
設
Y
Jゲ
げ
て
い
る
か
、
新
治
権
者
が
混
一
説
的
坪
併
の
処
刑
問
に
よ
っ

れ
る
か
は
や
や
疑
問
で
お
る
〈
た
と
え
ば
、
持
成
費
羽
は
民
法
」
先
取
特
権
の
あ
る
伯
権

一
民
法
一
｛
J
m川条一

t
d
R
じ
、
破
存
者
か
化

波産l:4F.・c）坊今に＂＇：； !,,cJt産t片山川紀同

ー
一
す
る
と
必
ず
生

t
る
賢
吊
C
ん
あ
る
炉
、
二
心
費
用
は
政
記
者
の
死
！
ん
慌
に
生
じ
る
治
権
で
あ
る
z
f
め
、
政
J

斤
債
い
般
と
は
と
ら
な
い
F

ー
ら
の
紡
来
、
こ
の
葬
儀
費
用
を
請
求
ナ
る
柊
利
者
は
、
政
記
剃
凶
L
A
止
ま
れ
な
い
相
続
別
町
一
C
一
部
」
に
ι恥
じ
て
し
か
請
求
す
る
こ

l
y
」日？で

F
h
b
い
ハ
し
h
f
u

に
上
り
相
続
技
業
が
必
さ
れ
る
と
、
遣
さ
れ
た
畑
絞
剃
産
二
対
し
て
詰
ぷ
を
し
工
う
と
す
れ
ば
、

山叩
1
V引
川
町
A
J
H
円
人
（
り
ど
任
、

相
続
財
岸
被
ホ
心
中
げ
て
け
h
v
必
一
世
に
な
る
L

彼
岸
刻
凶
に
ん
じ
ま
れ
な
い
相
伝
針
涼
h
、

ま
た
は
、

ψ
J
J彼

産

7
殺
に
む
い
て
白
川
財
J
f
と
さ
れ
た
も
の
と
開
始
決
定
後
減
産
者
！
日
死
7
1
r
る
ま
で
の
新
得
川
涯
の
令
市
で
あ
り
、
通
常
は
欽
P
J
U

日
円
程
変
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
ざ
フ
ず
る
と
、
相
続
財
叫
符
坦
人
の
山
民
任
ま
わ
は
絞
F

牛
の

ι
7て

の剖～
rbβ

」守山
γえ
λ
心

／
）
、
同
円
以
街
よ
り
山
，
v
費
用
の
ト
ク
ル
ダ
タ
く
な
る
お
？
で
れ
が
牛
じ
る
の
で
ゐ
司
令
。
一
コ
ノ
な
わ
ち
、
新
出
問
権
者
で
あ
る
葬
仮
事
H

凶
の
雨
求
持
者

は
、
別
個
の
子
続
に
よ
る
償
怪
の
司
双
が
き
わ
め
て
凶
牒
l
J
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

ま
に
、
法

。
。
条
九
川
、
破
涼
斗
JRrザ
は
、
｝
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
占
め
る
場
介
を
除
、
さ
、
破
産
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
行
使
ず
る

'f%人法学； S9、＂ZOJ 20ス［20li0.7 J 



＂児

こ
と
が
て
き
た
い
と
規
定
し
と
い
る
た
め
、

彼
岸
債
権
お
し
ゃ
中
被
産
財
刊
に
八
γ
ま
れ
な
い
相
絞
刻
、
市
山
し
ド
ず
し
て
お
い
本
す
る
涼
に
、

。
丸
子
、
と
の
悶
係
が
問
題
と
な
る
、
取
捨
憤
格
者
が
い
っ
、
ど
の
よ
う
に
方
υ
て
凶
己
の
債
権
笠
行
情
工
ノ
る
の
か
、
政
主
依
権
と
新
債
権

百合

さ
の
債
M
刊
乙
の
け
吃
先
関
係
寸
を
ど
の
「
て
内
ノ
ピ
な
る
の
か
、
士
た
、
相
続
人
の
同
右
債
権
苫
↓
二
の
関
係
如
何
、
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、

hd説
的
司
円
滑
立
は
、
分
に
検
討
；
ず
な
さ
れ
て
い
る
；
、

., 

N 

者
i
のゆ円山討

通
説
的
珂
解
に
よ
れ
ば
、
法

7

A

条
の
一
当
該
恒
続
的
産
ー
を
一
開
始
以
定
峠
の
破
産
川
町
い
i

三
日
る
の
は
破
序
法
が
四
月
定
ム
丁

さ孝生
寸4
匂， ~· 

て？主
し
る，，， :1可
c 条

コ
て
い
る
こ
と
か
ら
山
l

松
υ
の
こ
と

か
つ
、
こ
の
1u
う
に
併
す
る
こ
と
が
ぶ
債
権
者
の
保
設

ι
事
っ
と

L 
】 J一、

L 

i主
チp

ょ
っ

心
針
作
針
J

悼
と
い

L
E由
財
廷
が
な
い
斗
併
合
に
は
、
日
号
債
権

ー
絞
費
用
主
支
出
す
る
の
に

V
告
は
事
実
ー
債
権
の
回
収
を
す
る
こ
「
が
で
き
守

通
説
心
一
町
債
務
苦
心
保
護
は
直
併
に
H
W
ず
る

旧）一

h
L
H

お
い
て

」
の
同
肢
を
断
決
「
る
た
め
、
被
ル
ぃ
者
の
死
i

ま
で
固
定
王
設
を
採
用
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
日
よ
び

「
当
該
相
絞
財
祥
」
と

5
れ
て
い
る
条
す
、
の
文
は
か
、
り
、
破
泣
引
刊
の
靴
阿
れ
ど
す
べ
て
（
り
相
絞
制
送
2
し
、
寸
父
て
の
栢
山
町
必
権
者
’
v

被
p

川
信
持
者
L
Y

す
べ
し
と
の
提
案

一
以
卜
、
井
し
し
説
こ
い

！
日
ム
な
さ
、
れ
て
い

通
説
的
炉
一
解
か
り
は
、

バ
ト
説
け
つ
捉
楽
さ
れ
た
当
時
に
は
免
責
制
度
が
い
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
ー
メ
〆
ト
M
’h
d
さ
れ

L、

現
白
の
字
、
務
で
も
波
注
お
が
rv～
亡
、
〆
た
均
台
に
は
党
支
子
続
は
行
わ
れ
て
お
b
ず
、
け
川
政
倍
能
有
（
で
あ
っ
た
肴
J

が、

新
口
村
山
J

な
な
い
1

）
残
余
の
憎
統
制
廷
を
引
き
ゴ
て
ー
二
期
作
す
る
こ
と
に
は
、

tpド
い
が
な
い
一
て
つ
に
日
中
わ
れ
る
。

フ
~ 

通
説
的
珂
解
は
井
上
ア
討
に
対
し
、
嵐
山
主
誌
は
前
川
町
陀
即
日
と
破
嵯
日
常
権
、
新
’
一
付
叫
町
出
土
新
ι
7、
権
と
い
う
直
正

VJ単
一
宗
権
心
付
U (1 
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関
係
を
引
け
山
川
し
し
お
れ
F

、
K
L…
羽
続
権
者
内
ハ
YJ
し戸」

44市
K
Q意
門
川
ア
ピ
持
三
に
い
る
の
で
、
破
深
甚
の
死
l

」
と
い
う
偶
然
心
事
情
に
よ
っ
て

ゆ
一
う
し
た
汁

b
悶
日
怖
さ

m
yこ
と
は
妥
山
？
で
な
い
と
批
判
す
一
る
）

、〕か、
μ

、
通
説
的
即
解
に
お
い
て
も
新
何
時
雨
に
一
刈
ず
る
が
い
貢
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
し
？
っ
、
波
町
債
権
JY
目
配
山
」
を
受
け
、
つ
れ
な

か
っ
三
部
戸
川
に
J
J

い
て
新
品
村
山
一
苛
か
り
は
荻
で
き
る
は
ず
で
あ
る
従
ヮ
て
、
伝
一
昨
肘
凶
と
破
産
債
権
、
新
作
肘
が
と
ハ
和
信
持
者

r
い

う
対
応
関
係
は
透
品
的
汗
解
に
よ
っ
て
も
仮
持
者
が
必
ー
一
じ
た
と
い
う
偶
然
の
事
情
に

4
2
1、
崩
れ
て
い
る
の
さ
お
り
、
日
川
上
祝
に
対

ず
る
円
以
ー
に
は
な
れ
ね
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
法
説
的
注
目
前
は
、
相
続
へ
刊
引
の
財
墜
に
汁
し
て
免
責
を
認
め
る
べ
き
と

半
張
す
る
む
に
お
い
て
実
務
乙
共
な
る
兄
併
を
と
る
が
、
ド
市
続
人
は
！
4
絞
校
一
段
ま
亡
は
山
肌
｛
止
ぷ
訟
を
γ
J札
ば
ふ

I
Jけ
と
占
め
る
か
ら
、
免

責
の
必
民
性
は
そ
れ
ほ
ど
お
い
；
わ
れ
で
は
な
い
c
7
し
れ
よ
れ
も
、
破
任
者
が
生
有
し
て
い
た
の
で
為
れ
ば
得
ら
れ
た
は
ず
の

1〔1
= '": 

ず
号
、
仏
わ
台
、
仮
陪
債
権
γ
刊
の
情
読
を
市
川
4
U
R

子
続
に
よ
り
消
滅
さ
せ
亡
こ
そ
、
通
一
制
的
坪
併
の
意
義
が
あ
る
よ
う
に
甘
い
わ
れ
る
U

林
屋
川
行

波産l:4F.・c）坊今に＂＇：； !,,cJt産t片山川紀同

i11 

〆ら

執

は

汁

LMTjhp
批
判
す
る
際
に
、

「 ts
し内見
て詐
いき
る己で
iーす

よう

る
七三、

こ
の
読
が
と
な
え
ら
わ
た
時
内
、
に
お
い
こ
は
、
以
川
ι

し
か
し
攻
状
で
も
、

仮
定
筒
梧
者
心
債
権
は
免
責
さ
れ
ず
に
存
続
ナ
る

責
制
度
が
い

、ιh
l

h

ミ

J

T

一

1
v
γ
～コ
h

M

J

寸ザヘ

」
と
に
は
礼
者
を
叫
す
る
わ

ま
こ
涌
託
的
問
一
削
貯
は
汁
汁
ト
説
に
い
対
し
、
記
制
作
針
詳
が
少
な
い
と
は
民
ら
に
は
い
の
で
、
知
似
特
別
廷
に
岐
重
原
区
ぶ
な
い
山
切
合
い
九
ま

C
新

債
依
v
A
t
J
M
乙
伎
座
債
権
ヌ

j
〕
て
破
産
子
結
】
の
自
に
攻
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
名
）
く
十
」
↓
で
あ
る
、
乙
批
判
「
る
に
、
〕
か
、
三
仮
屋

債
権
者
も
限
い
を
受
け
つ
れ
仕
し
m’
コ
た
心
分
に
つ
い
て
利
得
川
則
完
九
百
索
引
で
き
る
た
め
、
内
訂
M

H
生
及
び
剥
間
財
ぷ
と
彼
完
川
一
問
主
〈
Y
H

討
し
た
、
店
刊
が
、

彼
岸
償
崎
一
一
利
依
務
y

のム

h
A
mヰ
上
同
ら
な
け
れ
ば
、
相
続
出
町
件
は
債
務
超
過
で
あ
り
、
悦
叫
仲
間
給
決
定
後
日
y
r
」ま

c
m…J胡
に
相
続
な
ど
に
一
ご
に
多
積
の
肘
援
を
紋
M
M
L
た
ζ

い
コ
た
稀
な
場
合
、
引
除
き
、
祈
待
問
詮
が
負
債
右
上
刊
る
こ
と
は
な
い
で

占
め
ろ
う
。
新
’
行
財
ギ
h
r
F
R
務
明
白
口
出
↑
／
よ
め
る
、
と
き
に
は
、
析
’
侍
山
ん
産
は
泊
切
に
p
h
河
さ
れ
る
こ
／
）
な
く
欣
置
さ
れ
、

ニw
一
か
う
の
一
川
収
が

'f%人法学； S9、＂3'! 20三［20li0.7 J 



＂児

困
難
ご
ろ
ゐ
」
と
か
、
り
市
刊
に
浮
く
こ
じ
〆
内
な
る
危
険
性
が
～
同
い
の
ど
あ
り
、
乙
れ
こ
そ
涼
刻
二

2
ら
え
る
之
さ
同
開
店
で
あ
る
v

3

月
上
一
札
は
、
寸
べ
て
の
相
絞
財
J
f
A
L悶
主
財
川
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、
「
ヘ
ー
の
相
続
慌
怯
さ
な
磁
ぷ
r
債
格
者
γ
と
す
る
c

こ
の
よ

う
い
月
上
説
ヶ

t
Hば
、
新
畑
作
財
団
な
破
柱
時
川
に
吸
収
f
Q
こ
と
か
ら
、
新
慎
椅
を
も
政
曜
債
権
と
オ
へ
き
ミ
と
に
な
る
：
も
っ
と

百合

J:c 
上
三L
'-
f主

阪人法学i"" i2<32＿、＇＂打、 zonJ.c 

－
d
u
、
こ
の

F
J
l」
F

点
、

既
ぷ
υ

川J
H
沈
洋
債
権
有
の
地
ム
レ
を
γ
ハ
支
ど
に
す
る
と
の
批
汀
が
あ
川
村
る
戸
、
と
か
っ
、

新
依
権
討
に
既
十
れ
い
い
の
政
一
昨
債
権
討
の
担
伏
を
誌
の
ず
、

政
存
の
破
産
肘
川
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
パ
い
悦
斥
倖
倍
高
が
侵
古
川
山
川
に
削
日
人
vz，l

け
ハ
行
る

、」の
ny一
附
は
柔
軟
性
に
古
川
凶
司
九
、
魅
力
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
叫
一
定
哀
を
F

問
先
と
し
た
破
産
法
暗
の
定
義
／

5
7＼
わ
ム
ぽ
い
も
の
で

z
の
る
乙
か
h
り
に
そ
の
点
J
f
I
日
制
度
全
体
心
精
神
に
新
み
て
ひ
f
p
人

ι欠
訟
を
補
充
、
一
7

匂目、

と
併
し
と
も
、
新
債
権
占
が

年

rr
、ノム正

r

，t
c
h
 

定
了
続

ι取
打
込
ま
れ
て

L
る

ιも
か
か
わ
ら
「
、

川
尻
存
ん
ら
彼
産
対
川
か
ら
配
当
寸
！
え
ぷ
討
作
V
K
う
レ
と
す
る
の
は
、
は
お
疑
問
の
へ
心
掛
け
烈

のザム
V

4 

ド
成
一
！
ハ
』
改

ιて
認
め
ら
れ
た
山
い
い
庄
肘
祥
は
、
政
f

い
平
台
市
り
破
J

バ
佳
品
川
心
経
済
生
活
の
－
史
年
（
り
た
め
に
、
川
肌
祥
院
始
決
定
的
に
彼
詮

V
告
げ
戸
有
し
て
い
た
対
序
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

γ、
被
埠
引
山
田
を
一
併
以
し
な
い
と
さ
れ
二
剃
産
で
め
る
つ
こ
の
こ
と
か
ら
、
破
崖
者
が

死
？
一
し
た
と
き
に

の
制
限
今
日
い
戸
山
、
り
し
て
白
昨
引
問
所
JY
認
め
る
必
裂
は
と
’
＼
か
ヘ
ノ
、
被
定
者
が
開
始
決
定
時
J
h
u化
r

一
し
て
い
れ
ば

被
苛
川
町
問
を
構
成
ゲ
る
は
ず
の
財
産
で
あ
コ
z
に
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
屋
与
す
が
死
亡
工
、
叫
片
で
自
白
財
単
宇
一
般
雨
時
間
凶
い
組
み
込
な
と

い
う
こ
と
が
与
、
λ

つ
れ
る
c

ぼ
十
川
府
凶
寸
一
午
、
構
成
〕
な
レ
相
続
財
産
の
犬
、
は
白
川
］
財
芯
で
あ
る
吉
）
日
’
多
い
と
川
レ
ね
れ
る
の
で
、
こ
の

よ
え
に
併
し
た
場
合
、
品
以
内
民
間
を
構
成
し
な
い
出
相
続
出
町
、
坪
の
大
部
分
に
つ
い
て
成
時

TM況
に
バ
パ
ソ
込

b
二
、
｝
が
で
き
る
υ

し
か

L
な
が
J

、

新
作
肘
一
洋
に
つ
い
一
に
は
や
は
り
何
等
の
手
続
が
位
さ
れ
u
j
放
若
手
れ
る
と
ヒ
に
な
る

L
、

ヤ
一
の
方
法
で
は
、

そ
も
新
情
院
曜
と
込
山
防
ワ
ピ
同
確
に
分
離
す
る
戸
一
と
お
ど
さ
仕
い
り
で
は
な
い
か
、
〕
の
疑
問
が
あ
る
U

ま
た
、
｝
一
山
町
圧
を
球
威
子
そ
vAd



山
相
り
↓
出
ひ
の
で
あ
れ
ば
、
新
任
棺
吾
も
ま
れ
一
般
一
片
子
絞
ド
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
つ
な
い
の
で
は
沿
い
か
と
問
題
も
あ
る
J

阪
な
さ
～
－
UJ
従？し、
ν
た
と
き
山
、
法
二
一
仁
条
で
「
M

航
行
す
る
と
く
仁
れ
亡
い
る
当
初

取
点
）
ピ
利
い
ん
し
つ
つ

被
ぺ
J

苔
の
利
続
財
桔
に
つ
い
て
相
続
財
産
仮
屋

一叫同

を
開
始
す
る
ャ

ζ
げか

「
べ
て
の
相
続
出
荷
が
仮
屋

財
団
と
な
り
、

す
べ
て
の
憎
続
依
山
任
者
が
日
河
川
岸
依
法
者
二
五
、
せ
る
γ
川
護
手
続
を
支
仰
に
間
始
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
つ

、L
の
よ
う
に
解
」
2

る
三
こ
芝
、
成
長
手
続
中
、
「
続
行
」
さ
山
る
忍
行
を
牛
か
し
つ
つ
も
、
出
一
少
以
’
以
前
財
ぷ
や
剖
H

－
H
U
m
疋
士
山
に
一
汗

か
ぜ
る
、
｝
乙
を
駐
日
る
こ
と
が
ナ
ざ
る
U

波
山
持
者
日
死
亡
に
よ
り
、
既
存
心
波
＃
手
続
の
終
結
だ
け
を
進
民
て
も
、
相
川
ぷ
川
町
恋
心
治
資

4
L
f一
、
あ
る
い
は
い
作
続
限
必
を
め
く
る
粉
争
の
処
立
に
｝
て
く
は
分
で
は
は
い
の
で
あ
り
、
そ
り
死
亡
に
よ
り
、

一
～
お
い
机
肘
件
j
j
k

か

ら
日
ん
ら
一
治
壮
門
川
を
J
L
L
、
佐
し
進
許
Jλ
也
、
き
で
あ
ろ
う
r

す
云
わ
ち
、
死
r
L
昨
ー
を
基
川
町
時
と
し
に
破
与
1
続
を
裕
恕
す
る
べ
き
で
ゐ
7

匂
と

与
え
る
じ

波産l:4F.・c）坊今に＂＇：； !,,cJt産t片山川紀同

た
と
え
ば
、
伎
一
昨
者
心
一
死
！
」
に
も
っ
と
も
利
造
問
ハ
ー
で
抱
〈
相
続
人
は
、

u
h
hん
け
ら
れ
に
破
屋
財
川
川
と
口
一
山
到
J
4
庄
の
枠
州
み
て
削

続
決
葉
中
限
定
説
必
等
れ
い
り

G
必
決
去
を
す
る
心
で
は
な
い
宇
一
の
際
、

相
続
針
昨
は
約
一
治
窓
辺
て
ゐ
る
一
」
よ
u
m
d
多
い
の
で
？
の
る
か
ら
、

相
絞
人
は

muv杭
を
放
棄
「
る
り
抱
牲
が
古
川
い
と
忠
わ
れ
る
が
、

相
説
明
一
昨
ん
辺
市
町
制
伎
な
と
、

破
産
子
絞
H

よ
ら
hh
い十ん
J

止
に
依
撚
「
ず
る

こ
と
円
と
し
ノ
わ
け
、
ナ
て
に
破
産
子
絞
り
開
始
い
て
い
る
よ
つ
な
場
台
に
は
、

は
ん
百
い
か
v

こ
う
、
L
i
r
－
場
合
円
前
帆
定
手
続
’
v

利
山
山
り
す
る

つ
の
メ
リ
と
、
）
て
、
仮
設
手
続
に
は
簡
便
な
債
権
帝
ど
い
処
刑
日

っ
て
い
る
こ
と
を
恭
4

げ
て
お
き
、
介
い
ご

ニニ
J
J
J
H
m
J解
L
L
J

つ
場
合
江
川
、
な
む
詰
め
る
べ
き
山
が
多
く
あ
る
こ
こ
は
丙
乏
で
き
な
い
す
た
と
え
ば
、
絞
主
考
の
死
ー
に
よ

り
、
当
然
に
第
二
の
政
梧

f
日
況
が
開
始
さ
れ
る
の
か
、
ま
で
、

の
引
い
叫
件
手
続
う
こ
の
y

で
つ
ノ
な
関
係
に
リ
コ
の
か
、

乙
い
う

ヤ
ア
ミ
パ
ど
め
目
。
。

被
所
管
財
人
の
視
h
n
か
ら
い
え
ば
、
ー
続
行
ー
さ
れ
る

F
絞
に
ヨ
由
財
産
す
を
取
h
↓
込
ん
だ
、
」
？
と
に
も
、
そ
れ
は
は
ぐ
の
負
担
一
な
く
、
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＂児

日
山
有
刻
業
務
b
f

進
め
る
一
〕
に
？
で
た
る
の
で
は
な
い
ト
）

財
産
は

予
納
金
ゃ
ん
日
報
公
作
費
用
は
、

被
深
刻
刊
か
ら
支
川
叫
ん
恥
で
み
る
し
、

録
に
つ
い
て
は
、

刊いれ
r抗
さ
れ
た
向
刀
財
珪
い
つ
い
て
目
ず
5
に
ド
ぷ
に
記
設
計
’
占
め
れ
ノ
、

相
航
行
－
庄
等
は
判
明
、
J

て
い
る
、
開
対
決
r

心的

百合

の
勤
務
共
も
担
握
で
き
て
い
る
ν

同
一
れ
い
払
川
ほ
の
町
一
戦
時
uv

は
小
川
で
あ
る
ド
、
新
式
に
銀
行

umpど
作
「
て
い
な
け
れ
ば
、
残
高
は
調
古
川
一

川山市ゆと
4

め
る
一
。
、
壬
た

一
C
C
W印
刷
、
で
な
け
れ
ば
民
ザ
債
権
者
が
そ
の
ま
ま
債
権
者
と
な
り
、
こ
れ
は
債
権
有
白
衣
か
h
明
り
か

と
あ
る
υ

新
債
権
有
に
コ
い
亡
は
、
如
何
ん
物
J

心
的
か
ら
あ
る
程
度
引
い
抑
制
す
る
い
一
乙
は
可
能
と
あ
久
う
以
ー
か
仏
ア
れ
ば
、
伐
科
い
の

破
Y
M
Z甘い川町人川

に
J
h
u
r

れ
ほ
ど
心
仏
門
担
J

に
は
日
ら
な
い

、
」
の
点
、
新
債
権
者
の
視
u
か
う
し
ノ
れ
ば
ど
う
h
v
o
v
副
賞
也
者
を
阪
存
心
予
約
に
取
り
込
J
U

だ
こ
一
ミ
ヤ
ベ

一
般
前
↑
令
官
間
関
な
い
し

期
日
か
終
了
し
て
い
る
場
J
J

口
、
そ
の
債
権
の
調
査
に
つ
い
唱
て
、
あ
ら
f
め
て
将
一
小
川
調
布
『
熱
情
な
い
し
照
川
、
い
必
要
に
な
る
川
三
円
が
あ
れ

得
る
c

費
用
品
目
（
犯
の
閉
山
川
忠
を
考
え
れ
ば
、
新
川
噴
け
持
者
が
が
刊
い
な
池
山
い
に
J
た
さ
れ
る

f
t
に
な
る
c

ま
た
、
ー
死
亡
時
に
千
続
が
肢
蛇

ず
る
一
と
寸
れ
は
、

死
1

」
の
発
覚
が
遅
れ
た
場
ヘ
ヲ
に
手
続
は
そ
の
間
選
わ
し
こ
し
ま
ハ
て
い
る
ー
お
ぞ
れ
が
あ
り
、
ま
わ
れ
、

管
財
人
が

引
っ
た
と
き

と
ナ
れ
か
は
、

T
絞
心
院
し
れ
時
間
…
が
拝
観
的
に
明
確
L
h
す
り
は
い
と
い
う
欠
占
が
あ
る
v

似
体
手
続
守
山
川
町
約
さ
れ
て
い
る

の
か
否
か

γお
債
権
者
二
別
碓
す
る
必
山
t
M
J
め
る
わ
一
し
た
が
｝
亡
、
総
意
む
財
人
は
、

JT絞
、
り
川
叶
待
作
の
に
め
、
債
権
者
や
相
絞
人
内
、

2長

被
内
々
の
中
iv
て
を
犯
し
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て

一
段
羽
告
を
実
施
f
ず
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｝
し
か
し
、
そ
の
ド
立
て
の
白
析
は
、
肝

く
で
き
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
）
た
と
え
ば
、
法
人
と
代
女
主
の
同
出
町
仮
甘
f

山E1
立
て
の
は
岬
合
い
は
、

じ
，l
t

J

i

i

～～＝、
i

付吋、
K

υ

H

＃，
λ
J
J／
A
侶

み
」
追
？
む
ず
ιつ
だ
け
で
よ
い
と
の
実
務
運
用
い
引
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
す

」
の
場
合
に
は
、
一

J

て
の
時
機
げ
や
ず
れ
る
が

同
一
絞
り

レ
弘
法
が
計
手
、
れ
る
J

き
で
u

ぬ
る
υ

山
台
い
て
が
な
い
ぬ
ム
ロ
に
は
、
J

山
除
的
に
↓
コ
え
ば
、

日
ピ
心
配
ヶ
を
受
け
糾
げ
る
地
付
に
つ
い
て

lゴ

「
放
烹
」

Yめ
っ
た
と
い
う
べ
き
と
応
り
、
マ
心
説
的
刊
ぺ
滑
の
い
う
よ
戸
、
に
、
白
川
肘
ヰ
拍
J

を
既
存
心
］
続
に
取
り
込
め
ば
よ
い
こ
V7vん

る
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て
は
、
既
存
債
権
者
り
視
点
か
っ
比
た
場
合
に
は
ど
う
必
る
か
。
私
日
凡
山
し
ど
し
て
は
、
汁
ト
読
が
き
に
に
、
批
ぃ
行
り
破
産
続
権
者
の

仙
地
依
な
ん
ヤ
ハ
与
え
疋
い
さ
せ
る
と
の
批
判
も
あ
り
制
作
る
、
相
続
財
産
被
差
の
債
権
ー
と
い
う
Y
J
一場
E
ば
対
ぞ
だ
が
、
最
初
の
開
始
決
一

tr

ど
っ
亡
日
汁
？
に
～
明
パ
叶
pf
保
護
、
J
K
M
く
て
、
仇
し
い
の
か
と
い
う
閃
贈
さ
あ
司
、
〕
か
、
ぺ
判
債
権
主
ロ
は
、
而
ノ
支
許
吋
決
定
収
入
泊
さ
れ
る
L
Y

苅

符
L
て
取
引
行
為
に
入
一
っ
て
お
り
、
波
法
伎
権
者
ド
判
以
wumぷ
に
対
す
る
配
当
日
い
髪
店
1
る
こ
と
の
じ
り
が
と
っ
ー
た
期
符
を
侵
d
百

γ
る

日
恒
山
ー
が
日
い
の
で
は
な
い
か
υ

そ
う
ず
る
ぐ
、

い
ず
れ
志
村
守
の
被
佳
債
権
者
ν
了
ν
て、

絞
り
投
下
つ
、

τ）
が
迫
切
で
あ
ろ
う
υ

主
た
伐

存（
U
U
J
阿
倍
y叫
明
、

優
先
片
目
指
に
つ
い
て
は
、

4
リ佼－
d
再
バ
ー
が
な
さ
れ
ん
J

、
と
き
に
、
手
続
に
体
糾
れ
を
も
ゆ
人

民
事
再
生
川
町
内
一
ん
つ
粂
が
、

止
、
賀
補
者
向
ピ
不
平
等
が
バ
ー
じ
日
い
よ
う
訳
時
や
し
て
い
る
f
〆｝小、弘ノ／考に

徐
一
被
嵯
の
止
阿
南
町
医
は
第
破
芹
の
破
庄
V
U
N

に
吸
以
さ
れ
7

匂
パ
刀
、
第
一
破
産
で
羽
U
債
権
、
優
先
債
権
と
さ
れ
た
債
権
は
、
第
政
出
に
お
い
て
も
対
当
債
権
、
優
先
債
権
と
し
て

後
わ
れ
る
べ
主
で
ム
の
り
、
ニ
U
点
は
、
民
14法
一
九
f

J

条
を
顎
杭
ず
る
、
一
と
て
解
決
さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
－

波産l:4F.・c）坊今に＂＇：； !,,cJt産t片山川紀同
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に
か
え
て

ポ
ー
扇
に
い
ω
い
て
は
、
破
，
n
T？
恥
開
始
決
定
後
、
破
所
お
し
ゃ
伊
死
ー
一
L
L
場
介
の
微
罪
刻
凶
の
花
川
内
山
つ
い
て
、
説
在
り
通
説
の
山
北
ル
エ
ギ
的

公
構
造
を
時
認
し
、
F

ぐ
り
問
題
占
を
階
同
刊
し
火
後
、
位
仲

べ
1
2事
柄
2

主ペ
i
一
小
峻
し
た
υ

通
説
は
広
在
に
お
い
て
や
公
お
弥
、
問
な
も

の
の
、
主
ノ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
現
行
法
の
も
と
で
の

ι一
悦
的
案
件
に
あ
て
は
め
式
場
合
同
九
、
右
t

の
知
哀
が
ハ
じ
る
と
感
じ
た
J

そ
の

へ
削
刊
は
固
定
士
立
4γrbd叫J
か
れ
、
平
明
で
あ
り

M

の
一
位
行
を
卓
志
す
一
る
税
l
］
4

（な
1
1
J
そ
れ
を
受
け
と
実
務
の
取
扱

ど
か
、
J

ば
、
き
わ
め
て
佐
々
的
に
映
る
。
そ
れ
に
刈
L
、
法

。
白
条
の
「
4
2
F憎
続
川
町
克
に
開
始
以
｛
一
に
一
の
肘
け
で
包
八
円
め
「
で
？

と
F
れ
ば
、
旬
ソ
ド
持
な
問
還
が
牛
じ
る
、
」
と
が
わ
か
る
つ
既
存
の

TH慨
を
涜
’
打
さ
せ
る
旬
閉
じ
日
が
ヰ
減
寸
る
て
つ
に
も
mL
わ
れ
る
」

し
か
し
な
が
ら
、
ご
の
こ
ζ

法
判
山
町
、
川
’
A
一
後
の
い
作
続
町
出
を
一
叶
設
が
続
財
在
に
ん
叶
め
λ
必
い
こ
の
歪
イ
礼
的
刈
解
、
な
い
し
烈
在
の
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＂児

実
務
に
川
問
題
が
な
い
と
い
う
こ

新
山
内
則
立
が
ド
μ
什
栴
寸
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
2

な
が
ら
、
間
以
の
た
め
の
昔
日
が
か
ト
る
と
い
う
炉
一
日
で
段
目
さ
れ
て
、
）
ま
よ
ノ
叶
伝
性

は
、
相
続
財
並
仮
洋
制
皮
の
活
一
川
町
な
前
抗
に
、

H
U同
財
梧
与
を
続
行
す
る
仮
屋

百合

？っ
l
ハ
い
に
あ
る
日

T
Y
J？
に
問
料
意
識
か
っ
、

か
っ
、
実
務
的
規
日
一
を
踏
ま
え
し

版
人
作
の
夜
単
位
持
者
こ
判
依
佳
品
也
の
利
日
白
状
況
の
珂
受
を
叩
州
立

τ3Jか
1

）

T
け
刊
に
取
り
込
み

い
わ
一
攻
什
心
実
務
ど
は
、
相
続
債
権
哀
の
ん
し
は
憶
の
引
き

ψ
I
C
と
は
る
円
山
引
訂
正
む
い
し

一
方
芝
、
在
論
的
に
は
、
阿
山
町
l
l

設
の
意
味
を
ど
の
よ
λ

に
と
ら
え
る
の
か
、
つ
い
叶
貯
一
，
川
県
〆
一
は
そ
も
そ
も
ζ

の
ょ
っ
な
趣
旨
て
認
め
ら

組
一
さ
げ
」
ず
に
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
↑
／
よ
め
る
ハ

れ
る
の
か
、
持
々
、
と
、
J

三
茶
木
事
項
と
思
わ
れ
る
口
、
が
間
選
と

L
て
は
お
桟
る
。
こ
れ
ら
の
一
諸
庁
に
つ
い
て
は
、
今
絞
り
検
北
課

在
、
実
務
の
同
ノ
訓

本
間
同
は
紙
似
む
苛
一
日
叩
よ
い
J
d
の
り
、
向
山
山
提
記
、
に

vcど
ま
る
も
の
に
す
ぎ
な
い

mヘ
相
続
と
破
産
乃
一
万
人
川
町
、
ず
る
涜
岐
に
お
け
る
対
前
の
撃

の
占
め
る
へ
き
？
止
法
の
五
肉
体
ー
の
叫
夜
十
一
で
mM望
ま
れ
る
と
三
ろ
で
あ
る
。

可¢

本
結
は
、
ヤ
主
二
R
I
芝
料
相
川
安
｛
凶
｝

2
5
3
）
ヘ
河
川
究
代
主
vhμ

松
本
利
一
心
成
果
刀

引
｝
ぺ
k
wの
L
m
V「

ペ
ー
と
五
私
一
一
れ
一
川
市
〈
官
で
注
バ
オ
ペ
き
学
界
の
け
立
百
刊
は
村
出
礼
二
宮
川
市
州
丘
一
議
h

也市一？売卜犬山ユ沼〕

1

注
踊
放
民
一
一
吉
［
」
一
品
川
町
礼
）

1
）
』
十
日

六
民
以
戸
ハ
ベ
ハ
帆
」
一
院
、

η
hパハ、
4
）
二
一
六
円
J
Q
故
口
叩
－
泊
法
紋
一
授
の
寺
市
考
九
九
苧
H
り
札
ム
幻
口
、
－
く
に
、
限
定
本
認
や
日
目
立
ハ
ヘ
J
離
制
度
に

ぷ
る
り
川

J
1
f比
五
へ
ん
で
お
る
こ
し
に
、
一
一
出
1
5以
下
士
の
訪
日
1

月
か
ら
、
相
続
討
い
片
山
慨
荷
台
月
一
心
有
河
川
」
を
誌
か
が
ブ
〈
百
は
け
円
に
慣
す
φ

～い川

一
正
解
依
声
LH目
立
け
ど
以
〕
一
ト
一
六
九
七
九
以
、
中
h
h
一
、
山
本
和
彦
相
続
財
岸
改
宗
に
同
一
一
J

る

υ一
ム
法
的
検
討
大
阪
市
心
ム
ウ
T

M

T

問時

ム
吉
川
内
立
件
二
内
J
7
7

古
一
長

ιτ
、
ヰ
ヘ
口
一
九
九
九

1
」
参
四
七

（
〉
ニ
ャ
、
一
川
秀
杭
桐
し
y叶
一
白
川
人
円
新
L
い
破
片
仏
』
↓
ハ
／
七
UH
以
卜
「
布
－
P
法
務
一
一
口
叫

1
1
伊
ー
も
凶
ロ
フ
校
卜
淳

1U
五
和
三
桝

「剥似品作什
Uμ
（以茶木泣いらコ」
l

」
ア
バ
ム
ず
一
h
J
H
斤
相
発
一
凶
］
斗
立
川
口
が
け
什
六
百
ヘ
ム
月
日
～
閣
、
」
口
一
り
じ
牛
、
ま
た
、
川
（
片
川
？
に
「
樹
液
と
波

町

ン

J

H

一

二

山

号

九

ロ

ιト
ヘ
ご
（
ノ
一
牛
J

山
手
間
注
奈
の
川
続
法
制
乙
川
刊
紙
別
給
阿
産
心
即
丈
耐
日
間
間
約
一
点
、
つ
い
て
は
、
計
一

H
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校
長
行
引
悼
論
集
に
掲
載
さ
れ
に
、
山
尚
弘
正
一
相
続
川
陪
の
城
南
ェ
ワ
｝
め
く
る
店
時
の
問
題
一
仁
川
机

d
v一
大
平
民
り
判
日
出
F
L
Z

4
u円以
I
（

λ
九
k
Fい
一
、
と
〈
に
一
71
三
一
九
会
一
同
「

rd）
伊
！
均
一
H

V
わ

i
H

川
ア
晴
前
掲
I
計
ワ
二
五
J

六
百
九
土
L

白
に
お
？
r
h
v
仏
、
伊
l

向
山
、
伝
仁
川
右
昇
段
校
む
九
え
れ
J

山「

7
1

山
本
－

w
一山一掲井（
l
～
十
九
一
↓
勺
な
一
山
、
日
一
日
～
刊
さ
は
、
と
く
に
相
続
財
活
波
岸
幻
利
用
促
廷
と
い
～
1
F

主
三
氏
L
1
v
る
吋
で
孟
H
ムと

E
iれ
る
い
」
打
、
主
誌
の
削
ー
か
ら
、
こ
れ
を
一
不
時
了
る
も
の
、
、
し
て
、
伊
藤
松
山
本
間
引
掲
計
三
ご
立
五
八
王
〔
↑
凡
打
点
八
十
中

ト叫
円

波産l:4F.・c）坊今に＂＇：； !,,cJt産t片山川紀同

F
J
）
戸
一
1
え
ば
、
門
川

ω
お＝
r
1
f

六
二
点
灯
〈
ご
れ
て
下
支
持
J
A
J

る
も
の

L
L
1
1
山
本
」
戸
お
正
ヘ
l
一
十
円
七
弓
士
一
、
、
堤
↓
生
に

ρ
い
て
も
二
心
見
限
れ
が
活
誌
と
あ
る
と
広
畑
し
、
手
引
い
を
土
持

r
る
長
辺
り
n
M
肝
r一
し
と
、
出
高
弘
作
f

ハ
勺
守
支
縮
長
代
去
六
I

J

メ

シ
々

i

N

波
町
ぷ
九
九
七
百
九
九
八
百
｛
半
円
林
書
い
て
一
一
、
七
4
1
市一五円占
A

叶
一
昨
涜
羽
件
捜
時
一
枝
H
平
一
ほ
治
相
一
倒
産
町
一
理

法
制
の
国
論
乙
実
務
”
同
一
（
口
（
給
い
け
山
今
川
英
会
、
二
ヘ

r
ノ
リ

1
1

で

Y

U
ヘ
：
前
掲
叶
（
I
J

ハプハノ〈

一7
J

伊
一
一
松

1
1
i宇
和
ぃ
計
指
品
川
ニ
斗
凡
八
百

τ引
吋
μ
ハ
発
一
司
J

一c
c
p

た
d
L
九
二
、

umE
古
川
叩
前
指
ふ
一
1
二
日
守
巨
参
陪
J

可
こ
前
渇
品
一
て
刀
井
丈
伐
に
加
へ
加
l
b
i
m
京
以
生
抗
日
究
治
七
巻

μ
ー
一
ハ
「
有
刊
究
明
、

五
へ
千
円
杭
規
定
三
山
一
二
主
（
駁
松
止
、
凡
九
年
、
一
季
京
、
」

一日
F

拭

UT

古
川
守
山
お
た
一
1
1

ぺ
一
ハ
一
一
円
、
二
門
戸

E
J

一
斗
ィ
杯
黒
山
内
川
古
出
向
許
一
1
、
人
一
一
豆
ー
ま
た
、
弁
｝
山
一
三
出
「
岐
育
以
非
自

訟
の
根
本
同
店
』
一
一
戸
一
／
円
安
問
、
九
仁
ん
十
一
参
同
ー

ヘ
ロ
）
休
V
1
t
川
前
羽
】
託
子
）

ιL」
HJ

一
戸
八
｛
H
Y

－

一寸J
）

却
l

臨
王

rME似
品
J
d
h
託
、
訂
半
立
収
一
一
一
け
一
一
」
汁
ハ
ヘ
十
川
、
さ
明
、
れ
れ
べ

に
ヘ
年
、
、
向
。
前
一
拍
引
け
（
り
で
二
立
民
一
六
ド
J
込
J

ちノ山円

こ
の
た
れ
え
は
、
流
在
い
い
f
h円行
J
A

司
一
条
に
引
き
継
い
h
J

れ
て
パ
司
令
Q
U

μ

口、町
H

古
川
。
「
山
掲
4
E
1
J
i
人口川ハド

ん

じ

ι丁
、
約
F
Nで
お
止
一
流
産
比
前

5右

仙
人
芹
背
り
死
亡
と
吋
需
の
松
帰
一
波
冊
目

三
、
同
日
岐
亙
渋
川
L
f
一
部
二
八
よ

二
九
！
と
同
二
台
£
問
、

'" 14 
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＂児

一
一
三
杯
宕
九
「
叶
凶
E
f
w

に
刈
ち
る
強
制
執
行
一
（
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